
日本先天異常学会のメッセージ 

葉酸サプリメントの摂取により神経管閉鎖障害の発症リスクを減らしましょう 

 日本先天異常学会は、神経管閉鎖障害（脳や脊髄の障害）の発症リスクを低減するた

めに次のメッセージを発信します。妊娠を計画する女性、妊娠が考えられる女性は、妊

娠前4週から妊娠12週まで葉酸サプリメント 400 マイクログラム = 0.4 mg/日を摂取す

ることで、お子さんに神経管閉鎖障害が起きる可能性が減少します。また、ご家族の中

に神経管閉鎖障害患者を持つ方と過去に神経管閉鎖障害を持つお子さんを妊娠した経

験がある方は、ハイリスク群と判断されます（神経管閉鎖障害を持つ児を妊娠する可能

性が比較的高い）。ハイリスク群の方は、医師の管理下での葉酸摂取が必要となります

ので、医療機関で相談してください。 

 神経管閉鎖障害（二分脊椎、無脳症、脳瘤）は妊娠6週頃（受精後4週頃）に発症し、

脳と脊髄の働きを障害します。このうち二分脊椎は、多くが出生後に治療を必要としま

す。生後早期の背中の手術治療に続き、水頭症、歩行障害、排泄障害などの治療に加え、

生涯にわたるリハビリテーションが必要になります。また、無脳症は生まれても生命の

維持が難しく、脳瘤では瘤を取る手術をしても神経学的障害が残る可能性があります。 

 神経管閉鎖障害は、水溶性ビタミンの1種である葉酸の摂取により疫学的に発症リス

クの低減が示された先天異常です。1991 年に英国から臨床研究が報告されました（1）。

過去に神経管閉鎖障害を持つ児を妊娠したハイリスク群の女性に葉酸 4 mg/日を投与

したところ、次子での再発防止効果が72%にのぼりました。その後1999 年には、中国

の初産婦の葉酸サプリメント0.4 mg/日の摂取が、同様の低減効果を示したことが報告さ

れました（2）。 

 本邦においては、2000 年に厚生省（現厚生労働省）が、妊娠を計画する女性に対し、

栄養バランスの取れた食事（葉酸量0.4 mg/日）に加えて栄養補助食品からの0.4 mg/日の

葉酸摂取による、神経管閉鎖障害の発症リスク低減について通知を出しました（3）。1

日全体での摂取量が1 mg程度（体重55kgとした場合）であれば、過剰摂取とはなりませ

ん（4）。しかし、妊娠女性の葉酸サプリメントの摂取は10-20%に留まり（5、6）、神

経管閉鎖障害の本邦発生率は減少傾向が示されていません（3、7）。 

 日本先天異常学会は、先天異常の発症リスクを低減する活動により、国民の健康と福

祉に貢献したいと願っています。 
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